
 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

   

令和６年１０月１日  

京都市立藤城小学校 

℡ ６２１－５５８０ 

校 長  高村  朋 

空が澄み、少しずつ清々しい秋を感じる頃となりました。さて、7 月に行った「学校教育アンケート」では、全家庭数の約９５％

の保護者の方々からご回答を得ることができました。保護者の方の学校に対する期待の大きさを感じました。今後ますます藤城校

の教育力を高めるため、「藤城教育アンケート」の結果を分析し、前期の教育活動について振り返りを行い、中間評価での成果・

課題をしっかりと認識し、改善に向けて取り組んでいきたいと思います。保護者・地域の皆様のお力添えをどうぞよろしくお願い

いたします。 

① 基礎的な学力に向けて 

児童約90％以上が、ひらがな・漢字・計算などの基礎的な学力が「よくできている・だいたいできている」と回答。教職員も基礎的な学力が身に

つくような取組を行っていると回答している。それに対して、約２２％の保護者が子どもの学習に対しての対策が「あまりできていない・できていな

い」と回答している。保護者の方の日々の多忙感が影響しているのか、なかなか子ども達の学習への取組が分かりにくいのではないかと考えられ

る。学校の日々の取組を理解してもらえるよう授業参観、HPなどで学校の取組をさらに発信していきたい。 

② 家庭学習について 

約86％の児童が「できている・だいたいできている」と回答。また、約９６％の教職員が家庭学習の習慣を身に付けるための充実を「図っている・

大体図っている」と回答している。それに対して、保護者は、約３０％が「あまりできていない・できていない」と回答している。家庭学習に取り組む姿

が保護者に見えていなかったり、児童に対する期待が大きかったりするのではないかと考えられる。家庭学習の習慣を持続できるようモチベーショ

ンを保つなど学校と家庭とで連携しながら、子ども達の学力向上を図っていきたい。 

③ 読書について 

児童・保護者共に低い数値である。児童約 33％、保護者約 61％が「あまりできていない・できていない」と回答している。それに対して、教職員

は約８３％が読書活動の充実に向けて取り組んでいる。ユーチューブやゲームなどの情報機器がますます充実するなか、子ども達の活字離れが進

んでいるのではないかと考えられる。本を読むことは、子ども達の知識や視野が広がることにつながる。また、様々な場面で重要とされる「読解力」

や「生きる力」の向上にも結び付く。学校では、毎朝読書タイムの時間や、一年に２回読書週間を設けて、子ども達に読書の楽しさを感じられるよう

な取組、そして充実を図っている。  今後も、学校図書館に行く機会を増やすなどし、意識的に子ども達に働きかけていきたい。 

④ 話す・聞く・書くことについて 

三者とも高い評価であった。保護者も約８６％が「できている・だいたいできている」と回答している。毎日忙しい中、子ども達の話を聞いたり、話

したりしようとされているのではないかと考えられる。 

確かな学力 

NO.１ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

   

⑥学校生活について 

三者とも高い評価であった。児童約９３％が楽しく登校できている。しかしその一方で約７％が「あまり楽しくない、楽しくない」と回答している。保護

者からは約９３％が楽しく通えるようにお声かけなどをしていただいているとの回答であった。教職員は約３％が「あまり取組ができていない」と回答し

ているが、これは、今後の自分自身への鼓舞としているのではないかと考えられる。今後も全ての子ども達が楽しく登校できるよう、学校では継続して

教職員皆で丁寧に子ども達に接していきたい。 

⑦良いところについて 

児童約９１％、保護者 88％と高い評価であった。保護者、教職員等大人が子ども達をほめることで子ども達の自己肯定感を高めようとしていること

がうかがえる。子ども達が自己肯定感をもつことは、子ども達の今後の人格形成において大変有効である。今後も私たち大人がたくさんほめて、子ど

も達のよさをのばしていきたい。 

⑧夢について（児童は３択） 

児童と保護者に若干の開きが見られた。「できている・だいたいできている」と回答しているのは、児童約９６％、保護者約７３％であった。保護者の

見えないところで、子ども達は夢や目標を育んでいるのかもしれない。藤城小学校では、なりたい自分を目指して成長できる学校を目指している。子

ども達が夢を描けるよう今後も働きかけをしていきたい。 

⑨きまりについて 

三者とも高い評価である。児童約９３％、保護者約９４％が「できている・だいたいできている」と回答している、学校では、皆が気持ちよく生活できる

よう決まりがある。また、マナーがある。今後も人のことを考えられるような人になるよう働きかけていきたい。 

⑩あいさつについて 

児童の約８１％が「できている。大体できている」と回答している。昨年度後期は８４％と以前からも課題がある項目である。三者とも「できている」と

自信をもって言えないところから、まだまだ改善の余地があると考えられる。あいさつは人とのコミュニケーションの第一歩ではないだろうか。今後も皆

で取り組んでいきたい課題である。 

豊かな心 

NO.２ 

⑤ ICT活用にについて 

児童と保護者に若干の開きがある。タブレットなどで情報を集めるとき、約８４％の児童が「できている・大体できている」と回答しているの

に対して、約３２％の保護者が、子どもが適切なインターネットの活用・情報の正しい判断への取組が「あまりできていない・できていない」と

回答している。また、教職員は約１６％が ICT を活用した授業づくりや情報モラルの指導が「あまりできていない」と回答している。・子ども達

は自信をもって ICTを取り組もうとしているが、その反面保護者は、子ども達の ICT機器の活用について少し不安を持っているのではないか

と考えられる。また、教職員は今後さらなる活用や情報モラルの指導について試行錯誤しており、その試行錯誤が不安につながり「あまりでき

ていない」になっているのではないかと考えられる。子ども達は、身近にタブレットがある環境で ICT 機器を活用した学習に取り組んでいる。

情報を正しく判断する力「情報活用能力」の獲得を目指しながら、ICT機器の効果的な活用を進めていきたい。学校では、子ども達が ICTを

活用できるよう授業を工夫したり、情報モラルの指導を進めたりしている。今後、デジタル技術を活用し、教育の変革を進める「教育DX」が進

む中、学校では各教科において ICT機器を効果的に活用し、子ども達の学力向上を目指していきたい。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

   

⑪外遊びについて 

児童約３１％が「あまりできていない・できていない」と回答している。昨年度末冬の回答では、約２８％が「あまりできていない・できていない」という

回答であったので、外で遊べていない子が相変わらず減っていない。保護者も、約２７％が「あまりできていない・できていない」と回答している。教職

員も約１６％が「あまりできていない・できていない」と回答している。アンケート時期が７月上旬ごろということもあり、暑さのため遊べていないというこ

とも考えられるが、各家庭では、遊びの内容がゲームやスマホなどになっていたり、習い事や塾などの影響もあったりするのではないだろうか。コロナ

禍以降子ども達の体力や運動能力の低下が言われているが、子ども達の健やかな身体の育成を目指すためにもたくさん外で遊んだり、体を動かし

たりするよう働きかけていきたい。 

⑫早寝・早起き・朝ご飯について 

児童の約１７％、保護者の約１８％が、「あまりできていない・できていない」と回答している。テレビ・ゲームで、もしくは習い事で…など自分自身規

則正しい生活ができていないと感じているようである。毎日を健康に楽しく過ごすためにもしっかりと睡眠時間を確保すること、朝ごはんをしっかりと食

べることなど、体調を整えることが大切である。 

⑬テレビ・ゲーム・ユーチューブなどについて 

児童約２２％が、やりすぎないように家庭で決められた時間を守っているかどうかの内容の質問に「あまりできていない・できていない」と回答。ま

た、保護者は約３２％が家庭での約束を決めているかどうかについて「あまりできていない・できていない」と回答している。家庭では約束を決めてい

るが、守ることがなかなか難しい家庭もあるのではないだろうか。ユーチューブなどの影響は、動画を見せることで視力や発達に影響するのではない

かという心配の声が聞かれる一方で、家事をする時間などを得られて助かっているという声も聞かれる。映像や音などの情報を受け入れ続けると受け

身になり、自分から働きかける機会が減り、人とのコミュニケーションにも影響がでるかもしれないということも言われている。今後もゲーム・ユーチュー

ブなどの時間をしっかりと守れるように働きかけをすることが、大切になってくるのではないかと思われる。 

⑭学校教育目標について 

児童・保護者共に低い評価であった。児童約３４％、保護者約４８パーセントが学校目標を「あまり知らない・知らない」と回答している。これらは昨

年度後期とあまり変化はない。学校ホームページや学校だよりに掲載はしているもののあまり意識づけされてはいないようである。本校が目指してい

る学校教育目標及び子ども像など、子ども達や保護者の方たちにしっかりと周知していけるよう取り組んでいきたい。 

⑮ホームページについて 

三者とも低い傾向であった。児童約４６％、保護者約５６％、教職員約２２％が学校ホームページ閲覧などについて「あまりできていない・できていな

い」と回答している。保護者は昨年度と比べても「あまりできていない・できていない」が約１５％も数値が高くなっている。学校ホームページには、子ど

も達の日々の学校生活の様子等を伝えている。また、チーム藤城オンラインでは、藤城地区の様子などについても伝えている。今後もこのホームページ

が、学校と家庭、地域を結ぶ懸け橋となるよう、今後も学校の様子などを伝えていきたい。 

健やかな体・その他 
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自由記述には、「子ども達に必要な力」について問いました。一部ですが、紹介させていただきます。また、地域の方からは、家庭・学校・地域の三位

一体の教育活動についてご意見をいただきました。今後も藤城教育推進のため、ご協力をよろしくお願いいたします。 

NO.４ 

※グラフの数値はいずれも 

①できている ②大体できている ③あまりできていない ④できていない ⑤わからない（地域のみ） 

（３択の場合は①できている ②大体できている ③できていない） 


